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市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
な
ど

 

18
議
案
を
可
決

第２回定例会

　

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
10
日
に
開
会
し
、
「
門

真
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
、
市
長
提
出
議

案
14
件
、
議
員
提
出
議
案
４
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
並
び
に
同
意
し
、

６
月
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

門
真
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
法
人
市
民

税
法
人
税
割
の
税
率
の
引
き
下
げ
、
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
割
合
の

規
定
及
び
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
引
き

上
げ
等
を
行
う
と
と
も
に
、
個
人
市
民

税
均
等
割
の
税
率
の
軽
減
措
置
を
廃
止

す
る
た
め
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
法
人

市
民
税
法
人
税
割
の
税
率
引
き
下
げ
に

よ
る
影
響
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
25
年

度
決
算
見
込
み
で
試
算
す
る
と
、
約
１

億
８
４
０
０
万
円
の
減
額
と
な
る
が
、

26
年
度
に
創
設
さ
れ
る
地
方
法
人
税
を

国
が
徴
収
し
、
法
人
税
割
の
引
き
下
げ

相
当
額
を
地
方
交
付
税
と
し
て
市
町
村

へ
交
付
す
る
こ
と
か
ら
、
法
人
市
民
税

等
は
減
少
す
る
が
、
大
き
な
影
響
は
な

い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
台
数
の

推
移
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
21
年
度
か

ら
25
年
度
で
６
８
８
台
減
少
（
右
下
参

照
）
し
て
お
り
、
主
な
車
種
別
で
は
、

50
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
が
１
４

６
７
台
、
軽
四
輪
自
家
用
貨
物
車
が
７

６
３
台
減
少
し
て
い
る
一
方
、
１
２
５

㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
が
４
４
７

台
、
軽
四
輪
自
家
用
乗
用
車
が
１
１
９

８
台
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
軽
自
動
車
税
の
税
率
引
き
上

げ
に
よ
る
影
響
額
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

二
輪
車
の
税
率
引
き
上
げ
に
よ
り
27
年

度
で
約
１
５
９
０
万
円
の
増
額
と
な
り
、

軽
四
輪
等
の
新
車
の
税
率
引
き
上
げ
に

よ
り
28
年
度
か
ら
は
毎
年
約
３
０
０
万

円
の
増
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
個
人
市
民
税
均
等
割
軽

減
制
度
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
反
対
の

討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

25
年
度
累
積
赤
字
約
26
億
円

 

26
年
度
予
算
よ
り
補
て
ん

国保
　

平
成
26
年
度
門
真
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

は
、
25
年
度
決
算
見
込
み
に
お
い
て
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
実
質
収

支
額
が
25
億
９
９
０
９
万
６
０
０
０
円

の
赤
字
と
な
り
、
そ
の
不
足
分
を
26
年

度
の
予
算
を
繰
り
上
げ
て
充
て
る
も
の

で
す
。

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
国
保
会
計

の
単
年
度
収
支
額
に
お
い
て
、
24
年
度

は
５
０
２
３
万
２
０
０
０
円
の
黒
字
で

あ
る
の
に
対
し
、
25
年
度
は
９
３
９
５

万
３
０
０
０
円
の
赤
字
と
な
り
、
前
年

度
比
で
１
億
４
４
１
８
万
５
０
０
０
円

の
差
が
出
て
い
る
要
因
を
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
歳
入
の
国
庫
支
出
金
が
約
３
億

５
６
０
０
万
円
の
増
、
前
期
高
齢
者
交

付
金
が
約
２
億
５
７
０
０
万
円
の
減
な

ど
で
、
歳
入
総
額
は
約
１
億
４
６
０
０

万
円
の
増
と
な
っ
た
一
方
、
歳
出
の
保

険
給
付
費
が
約
９
０
０
０
万
円
の
増
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
が
約
８
８
０
０

万
円
の
増
な
ど
で
、
歳
出
総
額
が
約
２

億
９
０
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
た
こ
と

が
要
因
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
差
し
押
さ
え
禁
止
財
産

の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。　

　

本
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
全
員
異

議
な
く
承
認
し
ま
し
た
。

軽自動車税の税率引き上げ
の内容（一例）

車種 税率（年額）

原動機付自転車
（50cc以下）

1,000円
 →2,000円

軽二輪（125cc超
～250cc以下）

2,400円
 →3,600円

小型二輪
（250cc超）

4,000円
 →6,000円

※ 上記の車両の税率は平成27年度以
後に適用

軽四輪貨物用
（自家用）

4,000円
 →5,000円

軽四輪乗用
（自家用）

7,200円
 →10,800円

※ 上記の車両の税率は平成27年４月
１日以後に新規取得される新車か
ら（初めて車両番号の指定を受け
たものから）適用

税率が引き上げとなる軽自動車

25年度
（見込み）

24年度

23年度

22年度

21年度

軽自動車課税台数の推移（門真市）

（台）
3100030500300002950029000285000

29967

29408

29880

30394

30655



平成26年 8月 1日　（２）議 会 だ よ り

防
災
会
議
委
員
に

 

陸
上
自
衛
隊
加
入
へ

　

門
真
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
門
真
市
地
域
防
災
計
画

の
改
定
に
当
た
り
、
陸
上
自
衛
隊
の
部

隊
ま
た
は
機
関
の
長
を
防
災
会
議
委
員

に
加
え
る
と
と
も
に
、
所
要
の
規
定
整

備
を
行
う
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
ま
ず

防
災
会
議
委
員
に
陸
上
自
衛
隊
を
加
え

る
理
由
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
災
害
対

策
基
本
法
に
お
い
て
、
市
町
村
防
災
会

議
の
組
織
及
び
所
掌
事
務
は
都
道
府
県

に
準
じ
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

都
道
府
県
の
防
災
会
議
委
員
は
陸
上
自

衛
隊
の
方
面
総
監
ま
た
は
そ
の
指
名
す

る
部
隊
若
し
く
は
機
関
の
長
と
の
規
定

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
計
画
改
定

を
機
に
府
防
災
会
議
の
組
織
と
の
整
合

性
を
図
る
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

次
に
、
陸
上
自
衛
隊
を
加
え
る
こ
と

に
よ
る
効
果
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
地

域
防
災
計
画
を
改
定
す
る
上
で
、
自
衛

隊
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
に
基
づ
く

意
見
を
得
る
こ
と
は
、
今
後
の
市
の
迅

速
な
災
害
対
応
を
検
討
す
る
上
で
重
要

で
あ
り
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
が

策
定
で
き
る
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
よ
る
本
市
特
有
の
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
、
地
理
的
条
件
や
市
街
地
・
道
路

の
状
況
等
、
災
害
発
生
時
に
懸
念
さ
れ

る
事
態
を
事
前
に
把
握
し
、
自
衛
隊
に

お
け
る
対
応
方
針
を
事
前
に
検
討
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
大
規
模
災
害
発
生
時

に
は
迅
速
な
災
害
対
応
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
陸
上
自
衛
隊
を
加
え
る
こ
と

で
、
自
衛
隊
に
よ
る
災
害
時
の
市
施
設

優
先
使
用
や
平
常
時
の
市
内
で
の
訓
練

実
施
の
強
制
へ
の
懸
念
か
ら
市
の
見
解

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
防
災
会
議
委
員

の
役
割
は
、
地
域
防
災
計
画
の
作
成
及

び
そ
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
や
、
市

長
の
諮
問
に
応
じ
て
防
災
に
関
す
る
重

要
事
項
を
審
議
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る

た
め
、
災
害
時
の
市
施
設
優
先
使
用
に

は
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
訓
練
実
施
に
つ
い
て
は
、
地
域
か

ら
自
衛
隊
の
参
加
要
請
を
受
け
た
際
や
、

自
衛
隊
か
ら
市
主
催
の
防
災
訓
練
へ
の

参
加
要
請
を
受
け
た
際
に
は
、
市
が
連

絡
調
整
や
主
体
的
に
可
否
を
判
断
す
る

こ
と
か
ら
、
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
強
制

に
は
つ
な
が
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
反
対
の

討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

契
約
締
結
案
件

 

５
件
を
可
決

門
真
市
立
第
五
中
学
校
大
規
模
改
造

工
事
（
第
１
期
）
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　

５
億
７
６
５
０
万

　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
円

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日

門
真
市
立
五
月
田
小
学
校
大
規
模
改
造

工
事
（
第
２
期
）
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　

４
億
２
８
２
４
万

　
　
　
　
　
　

７
０
０
０
円

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
２
月
28
日

公
共
下
水
道
島
頭
四
宮
管
渠
築
造

工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　

１
億
９
４
０
３
万

　
　
　
　
　
　

２
８
０
０
円

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日

門
真
市
立
第
五
中
学
校
大
規
模
改
造

工
事
（
第
１
期
）
に
伴
う
機
械
設
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　

１
億
３
８
９
７
万

　
　
　
　
　
　

９
８
０
０
円

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日

門
真
市
立
第
七
中
学
校
給
食
棟
建
替

工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　

１
億
６
７
９
２
万

　
　
　
　
　
　

５
６
０
円

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
３
月
31
日

第１期工事が終了した五月田小学校

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
23
年

の
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
導
入
以
降
、
議

会
に
上
程
さ
れ
た
契
約
議
案
の
件
数
と
、

そ
の
う
ち
応
札
業
者
の
全
て
が
最
低
制

限
価
格
で
入
札
し
た
件
数
を
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、
23
年
以
降
の
新
規
の
契
約
議

案
は
14
件
で
、
そ
の
う
ち
応
札
業
者
の

全
て
が
最
低
制
限
価
格
で
入
札
し
た
件

数
は
、
23
年
が
２
件
中
２
件
、
24
年
が

７
件
中
６
件
、
25
年
が
５
件
中
２
件
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
契
約
締
結
５

件
中
４
件
で
、
最
低
制
限
価
格
を
超
え

る
90
％
台
の
入
札
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
の
最
低
制
限
価
格
決
定
の
方
法
と

最
低
制
限
価
格
で
の
入
札
割
合
低
下
の

要
因
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
本
市
の
最

低
制
限
価
格
は
、
国
の
20
年
度
の
低
入

札
価
格
調
査
基
準
価
格
モ
デ
ル
を
参
考

に
決
定
し
て
お
り
、
入
札
割
合
低
下
の

要
因
は
、
業
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
と

思
わ
れ
る
が
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

事
業
や
国
の
公
共
事
業
推
進
等
に
よ
り
、

全
国
的
に
建
設
工
事
が
増
加
し
、
建
材

や
人
手
不
足
に
伴
う
労
務
費
が
高
騰
し

て
い
る
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
公
共
工
事
を
取
り
巻
く

動
向
を
注
視
し
、
最
低
制
限
価
格
で
の

入
札
の
経
過
観
測
も
含
め
、
公
正
か
つ

適
正
な
入
札
制
度
を
維
持
で
き
る
よ
う

対
応
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
応
札
業
者
か
ら
は
積
算
根
拠

と
し
て
、
内
訳
大
項
目
で
あ
る
４
項
目

を
徴
収
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
今
回
の
契
約
締
結
５
件
中
２

件
を
同
一
業
者
が
落
札
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
同
一
業
者
落
札
へ
の
市
の
考
え

方
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
26
年
度
一
般

競
争
入
札
実
施
要
領
で
、
本
入
札
会
ま

で
に
、
今
年
度
本
市
発
注
の
競
争
入
札

に
係
る
建
設
工
事
及
び
同
種
の
業
務
委

託
を
落
札
し
た
者
ま
た
は
落
札
候
補
者

の
し
た
入
札
は
無
効
と
規
定
し
て
い
る

が
、
市
内
業
者
の
育
成
の
観
点
か
ら
、

例
外
と
し
て
、
建
設
工
事
の
入
札
参
加

資
格
が
有
効
と
な
っ
て
か
ら
２
年
を
経

過
し
た
市
内
業
者
で
、
本
入
札
に
技
術

者
の
専
任
・
常
駐
配
置
が
可
能
な
者
に

つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
と
規
定
し

て
い
る
。

　

な
お
、
仮
契
約
締
結
に
当
た
っ
て
は
、

落
札
候
補
者
に
事
後
審
査
で
配
置
予
定

技
術
者
調
書
の
提
出
を
求
め
、
同
調
書

記
載
の
監
理
技
術
者
と
現
場
代
理
人
を

確
認
し
、
技
術
者
の
専
任
・
常
駐
配
置

を
確
認
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
５
議
案
は
、
本
会
議
に
お
い

て
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
可
決
し

ま
し
た
。

契
約
の
一
部
を
変
更

　

公
共
下
水
道
東
田
第
１
管
渠
築
造
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
は
、

25
年
第
２
回
定
例
会
で
議
決
を
受
け
た

同
契
約
に
つ
い
て
、
地
元
調
整
協
議
に

日
数
を
要
し
た
た
め
、
本
年
第
１
回
定

例
会
で
本
年
７
月
31
日
ま
で
の
工
期
延

長
を
行
っ
た
が
、
再
度
、
同
協
議
に
日

数
を
要
し
た
た
め
、
本
年
９
月
30
日
ま

で
の
工
期
延
長
を
行
う
と
と
も
に
、
工

事
内
容
の
変
更
に
よ
り
契
約
金
額
を
減

額
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
今
回

の
工
期
延
長
の
具
体
の
理
由
と
契
約
金

額
減
額
の
要
因
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

地
元
調
整
で
、
到
達
立
坑
築
造
に
必
要

な
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
当
初
予
定
し
て
い

た
箇
所
か
ら
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
、

そ
の
調
整
協
議
に
日
数
を
要
し
た
た
め
、

工
期
延
長
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
契
約

金
額
減
額
の
要
因
は
、
水
路
を
埋
め
立

て
る
前
に
、
水
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ
や
堆

積
土
砂
の
処
分
が
必
要
と
な
る
が
、
当

初
見
込
ん
で
い
た
堆
積
土
砂
の
処
分
量

が
施
工
時
に
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
は
、
本
会
議
に
お
い
て
全
員
異

議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

門真市防災会議とは

　災害対策基本法に基づいて設置さ
れる会議です。主な委員は、市長を
会長として、警察署長、消防長、公
共機関の長など30人以内で構成さ
れ、市の防災に関する重要事項を審
議します。

電子入札システム
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吉
水
議
員
に
対
す
る

 

問
責
決
議
を
可
決

人
事
案
件
に
同
意

　

次
の
３
件
の
人
事
案
件
は
、
任
期

満
了
に
伴
い
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、

い
ず
れ
も
選
任
等
に
同
意
し
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

門
真
市
打
越
町
24
番
20
号

　

中な
か　

道み
ち　

秀ひ
で　

樹き

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

　

門
真
市
柳
町
３
番
22
号

　

木き　

本も
と　

健け
ん　

司じ

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

門
真
市
千
石
東
町

　
　
　

３
番
43
―
４
０
２
号

　

盛も
り　

一い
ち　

正ま
さ　

人と

　

吉
水
丈
晴
議
員
が
25
年
に
門
真
市
議

会
議
員
政
治
倫
理
条
例
に
２
回
違
反
し
、

問
責
決
議
が
可
決
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
本
年
４
月
に
再
び
同
条
例
に
違

反
し
た
と
し
て
、
議
長
よ
り
警
告
の
措

置
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
６
月
10

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
再
度
、
同
議

員
に
対
す
る
問
責
決
議
（
左
記
の
と
お

り
）
が
13
名
の
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
案
は
、
反
対
・
賛
成
の
討
論
が
あ

り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

議
員
政
治
倫
理

 

条
例
を
改
正

　

門
真
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
本
市
議
会
議

員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
基
準
を
明
確

化
す
る
た
め
、
17
名
の
議
員
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
案
は
、
賛
成
の
討
論
が
あ
り
、
全

員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

吉水丈晴議員に対する問責決議

　行政のチェックを職務とする議員が、行政から補助を受ける団体の役員に就任することは
適切ではないと考えるが、門真市の一部の議員や公的補助団体において、そういった考え方
に対する理解や実践が進みきれない状況が続いてきた。
　そこで、門真市議会は平成25年３月の本会議において、行政・公的補助団体・議員の３
者の関係の適正化を図るため、議員が守るべきこととして、市から活動又は運営に対する補
助又は助成を受けている団体の役員に就任しないことを第３条第７号で規定する門真市議会
議員政治倫理条例を、議会全体の意思として同年４月１日より施行したところである。
　しかるに、吉水丈晴議員は、施行後も同条例に違反して門真市体育協会の副会長に就任し
続け、８月に審査請求されてようやく辞任し、９月10日に議長警告処分を受けた。しかし、
まもなく門真市ソフトボール連盟の会長に就任していたことが判明したことから、９月24
日の文教常任委員会で問題にされる前日になってようやく辞任し、11月15日に２回目の議
長警告処分を受け、12月20日の本会議において同議員への問責決議が可決されるに至った。
　ところが、26年３月初旬に新たに判明した同議員の実態は、体育協会にかかわっては、
25年８月に副会長を辞任したと報告する一方で、実は理事という役員に就任しており、ま
たソフトボール連盟にかかわっては、９月に会長を辞任したと報告する一方で、実は相談役
という役員に就任し、そのほか門真市柔道連盟の顧問という役員に就任していたのである。
　この新たに発覚した３件もまた26年４月に審査会で同条例違反と認定され、５月８日に
議長警告を受けるに至った。
　我々は、当初より吉水丈晴議員に対して、役員に就任せずとも一議員、一市民としてスポー
ツ団体を支援することは幾らでもできるではないかと指摘し続けてきたが、なぜそこまで公
的補助団体の役員就任に固執するのか、全く理解できない。
　しかし、はっきりしていることは、同議員の再三の同条例違反は、行政・公的補助団体・
議員の３者の関係適正化を大きく阻害し、一般市民及び公的補助団体のコンプライアンス意
識をゆがめ、一部の議員と一部の公的補助団体の特権化・ブラックボックス化を招くもので
あり、市議会及び市民を愚弄するものであって、市民の厳粛な信託を受けた議員として断じ
て許されないということである。
　よって本市議会は、吉水丈晴議員に対し、これまでの行いを真摯に省みて、今後二度と同
様の過ちを繰り返すことのないよう、その責任を厳しく問うものである。
　以上、決議する。

意見書を可決
　本市議会では、次の２件の意見書を可決し、直ちに政府関係機関等に送付して内容
の実現を求めました。

※ 意見書とは、地方公共団体の公益に関する事件に関し、地方公共団体の議会の意思を意見として
まとめた文書のことです。地方自治法第99条には、「地方公共団体の議会は、当該地方公共団体
の公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる」と規定されて
います。

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書
　我が国において、ウイルス性肝炎、特にＢ型・Ｃ型肝炎の患者が合計350万人以上とされるほど
蔓延しているのは、国の責めに帰すべき事由によるものであるということは、肝炎対策基本法や特
定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるＣ型肝炎感染被害者を救済するための
給付金の支給に関する特別措置法、特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置
法でも確認されているところであり、国の法的責任は明確になっている。 
　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、現在、肝炎治療特別促進事業が行われているが、対
象となる医療が、Ｂ型・Ｃ型肝炎の根治を目的としたインターフェロン治療とＢ型肝炎の核酸アナ
ログ製剤治療に限定されているため、医療費助成の対象から外れている患者が相当数に上る。特に、
肝硬変・肝がん患者は、高額の医療費を負担せざるを得ないだけでなく、就労不能の方も多く、生
活に困難を来している。さらに、身体障害者福祉法上の肝疾患に係る障がい認定の基準は、患者の
実態に沿ったものとなっておらず、生活支援の実効性を発揮していないとの指摘がなされていると
ころである。 
　特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法においては、「とりわけ肝硬変及
び肝がんの患者に対する医療費助成を含む支援の在り方について検討を進めること」との附帯決議
がなされた。しかし、国においては、肝硬変・肝がん患者に対する医療費助成を含む生活支援につ
いて何ら具体的な措置を講じていない。 
　肝硬変・肝がん患者は、毎日120人以上の方が亡くなっており、医療費助成を含む生活支援の実
現は、一刻の猶予もない課題である。 
　よって政府は、下記の事項について、実現するよう強く要望する。

記 
１ 　特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法の附帯決議にある、ウイルス
性肝硬変・肝がんに係る医療費助成を含む支援の検討を早急に進めること。 

２ 　身体障害者福祉法上の肝疾患に係る障がい認定基準を、患者の実態に応じた障がい者認定制度
にすること。

地域包括ケアシステム構築のため地域の実情に応じた支援を求める意見書
　現在、本年度の診療報酬改定や国会における「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進
するための関係法律の整備等に関する法律案」（地域医療介護総合確保法案）の議論により、改めて
地域包括ケアシステムの構築がクローズアップされているところである。
　全国の自治体では、平成27年度からの第６期介護保険事業計画の策定に向けて、いわゆる2025
年の姿を展望しながら、増高する保険料などに苦慮しながら取り組みを行っているところである。
　よって政府は、社会保障・税一体改革の円滑な進行のために、本年４月から引き上げられた消費
税財源を的確に活用しながら、全国の各自治体それぞれの実情を勘案し、国の積極的な支援を図る
よう、下記の事項について、要望する。

記
１ 　医療・介護・福祉の良質な人材を確保するため、国家戦略として抜本的な対策を講じること。
特に介護人材については、2025年に向けてさらに100万人のマンパワーが必要とされており、次
期介護報酬改定に向けて的確な対応を行うこと。

　 　また、外国人材の活用が議論されているが、現在の介護人材の社会的評価に与える影響を十分
考慮し、慎重な議論を行うこと。

２ 　今回の診療報酬改定について、在宅訪問診療に係る改定が行われたが、市区町村の現場におい
て集合住宅などへの訪問診療が大きな影響を受けることも想定されるため、改定の影響について
実態調査を行い、適切な対応を行うこと。

３ 　地方自治法の改正により創設される連携協約制度の活用など、広域行政上の取り組み事例を周
知するなど、市区町村への適切な情報提供に努めること。

４ 　社会保障・税一体改革の趣旨に添い、平成26年度に引き続き、消費税を財源とする財政支援制
度を拡充すること。

　　また、本年度の基金については趣旨に添い、適切な配分に留意すること。
５ 　特養待機者52万人という数字が発表されたが、特養入所者の重点化に伴い、自立した生活を送
ることが困難な低所得・低資産の要介護高齢者の地域における受け皿づくりについて、市区町村
への支援を強化すること。

　

去
る
５
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第

90
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

に
お
い
て
永
年
勤
続
議
員
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
本
市
議
会
か
ら
も

　

（
15
年
表
彰
）

　

福　

田　

英　

彦　

議
員

が
表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
で
は
６
月
10
日
の
定
例

会
の
開
会
に
先
立
ち
、
表
彰
状
の
伝

達
を
行
い
、
満
場
の
拍
手
で
そ
の
栄

誉
を
た
た
え
、
ま
た
園
部
市
長
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
福
田
議
員
か
ら
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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永年勤続議員へ
表彰状を伝達
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問
　６月19日、20日の本会議において、13名の議員が市政
に対する質問を行いました。
　主な質問と答弁の要旨を掲載しています。（通告順）

　質問・答弁の詳細な内容については、市議会ホームページ（http://www.city.
kadoma.osaka.jp/shigikai/）及び各議員のホームページをごらんください。
※　 第２回定例会の会議録は9月初旬に掲載する予定です。 

就
学
援
助
制
度
の
充
実
を
求
め
る

問　

22
年
度
の
本
市
の
国
保
加
入
者
の

所
得
は
１
０
０
万
円
未
満
が
68
％
と
低

く
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
踏
ま
え
た

就
学
援
助
制
度
の
充
実
を
求
め
る
が
、

同
制
度
へ
の
必
要
性
の
認
識
と
就
学
援

助
率
の
推
移
、
就
学
援
助
費
目
に
ク
ラ

ブ
活
動
費
等
を
追
加
す
る
考
え
、
生
活

保
護
基
準
引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
は
。

答　

就
学
援
助
制
度
は
適
切
に
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
認
定
率
は
24
年

度
37
・
67
％
、
25
年
度
35
・
49
％
で
、

本
市
で
は
中
学
校
給
食
費
を
実
費
支
給

し
認
定
率
も
高
い
た
め
、
就
学
援
助
制

胃
が
ん
の
因
子
と
な
る
ピ
ロ
リ
菌

に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て

問　

日
本
の
が
ん
罹
患
者
数
は
胃
が
ん

が
男
性
で
第
１
位
、
女
性
で
第
２
位
と
、

男
女
と
も
高
い
位
置
に
あ
る
。
ま
た
、

年
間
約
12
万
人
が
罹
患
し
約
５
万
人
が

死
去
し
て
い
る
。
胃
が
ん
の
大
き
な
因

子
と
な
る
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
は
大
変
重
要

と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

答　

現
在
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
と
胃
が
ん

の
発
症
の
因
果
関
係
は
証
明
さ
れ
て
お

り
、
除
菌
療
法
は
胃
が
ん
の
発
生
を
３

分
の
１
に
抑
制
す
る
こ
と
か
ら
、
一
定

効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

度
の
維
持
に
努
め
る
。
本
市
の
同
制
度

は
生
活
保
護
の
基
準
額
で
は
な
く
大
阪

市
消
費
者
物
価
指
数
を
基
に
認
定
基
準

額
を
算
定
し
て
お
り
、
生
活
保
護
基
準

引
き
下
げ
の
影
響
は
な
く
、
今
後
の
認

定
基
準
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

市
道
大
和
田
・
茨
田
線
の

改
善
を
求
め
る

問　

同
線
は
側
溝
へ
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ

や
極
端
な
段
差
解
消
等
で
一
定
改
善
さ

れ
た
が
、
ま
だ
安
全
安
心
な
道
路
と
は

言
え
ず
、
特
に
舟
田
町
、
打
越
町
付
近

は
歩
行
者
や
自
転
車
が
通
る
ス
ペ
ー
ス

が
少
な
い
。
本
年
度
実
施
予
定
の
１
６

３
号
線
以
北
の
拡
幅
調
査
の
内
容
と
同

線
以
南
の
今
度
の
課
題
は
。

答　

同
調
査
は
現
況
測
量
等
を
実
施
す

る
も
の
で
、
同
線
以
南
は
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
と
の
連
携
を
含
め
議
論
し
て
い
く
。

北
島
町
の
水
路
の
活
用
に
つ
い
て

問　

北
島
町
は
旧
集
落
の
面
影
を
残
し
、

風
情
あ
る
町
並
み
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
本
市
の
親
水
空
間
整
備
事
業
は
、

北
島
町
の
水
路
を
昔
の
風
情
を
生
か
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
水
路
整
備
調
整

会
議
に
お
い
て
地
域
住
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

答　

25
年
度
は
地
域
の
代
表
者
と
同
会

議
を
継
続
し
て
開
催
し
、
整
備
手
法
や

具
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
話
し
合
い
、
ま
た

本
年
４
月
に
は
地
域
住
民
に
同
会
議
で

話
し
合
わ
れ
た
内
容
の
説
明
と
意
見
の

聴
取
を
行
っ
た
。
本
年
度
は
、
各
管
理

者
と
の
必
要
な
協
議
を
経
て

詳
細
な
設
計
を
決
定
し
、
27

年
度
か
ら
29
年
度
の
３
カ
年

で
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

井上まり子
（日本共産党）

内海　武寿
（公明党）

全
て
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
後
は

電
気
料
金
を
全
額
市
負
担
に

問　

市
内
の
全
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
後
に
、
防
犯
灯
の
電
気
料
金
を
全
額

市
負
担
に
す
る
考
え
は
。
防
犯
灯
１
灯

当
た
り
の
月
額
電
気
料
金
は
、
実
績
で

切
り
か
え
前
２
２
８
円
、
切
り
か
え
後

１
２
９
円
で
、
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り

約
43
％
も
市
の
補
助
額
が
下
が
る
。
下

馬
伏
自
治
会
も
市
に
「
防
犯
灯
の
電
気

代
を
全
て
市
に
移
管
し
た
い
」
旨
の
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

答　

約
７
年
で
全
て
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
が
可
能
で
あ
り
、
電
気
料
金
補
助

の
見
直
し
は
調
査
研
究
し
て
い
く
。
ま

た
、
防
犯
灯
の
電
気
料
金
を
め
ぐ
る
住

民
間
の
問
題
は
一
定
認
識
し
て
い
る
。

三
ツ
島
東
西
線
の
歩
道
整
備
を
早
く

問　

現
状
と
早
期
の
歩
道
整
備
は
。

答　

交
通
安
全
対
策
上
、
歩
道
整
備
の

必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
歩
道
整
備

等
の
事
業
化
の
可
能
性
を
議
論
し
、
交

通
安
全
機
能
の
確
保
に
努
め
る
。

来
年
の
梅
雨
ま
で
に
地
下
河
川
と

増
補
幹
線
の
一
体
運
用
を

問　

来
年
の
梅
雨
ま
で
に
第
二
京
阪
道

路
地
下
の
寝
屋
川
北
部
地
下
河
川
と
大

東
門
真
増
補
幹
線
と
の
一
体
運
用
を
供

用
開
始
で
き
る
よ
う
、
府
へ
の
要
望
を
。

答　

27
年
予
定
の
同
地
下
河
川
と
の
一

体
的
な
貯
留
が
、
一
日
で
も
早
く
行
わ

れ
る
よ
う
改
め
て
要
望
し
て
い
く
。

亀井　　淳
（日本共産党）

～平成26年第３回定例会の開催予定～

9 月12日（金）　午前10時　　　本会議

　　　　　　　本会議終了後　決算特別委員会

9月16日（火）　午前10時　　　総務建設常任委員会

9月17日（水）　午前10時　　　民生常任委員会

9月19日（金）　午前10時　　　文教常任委員会

9月25日（木）　午前10時　　　本会議（一般質問）

9月26日（金）　午前10時　　　本会議（一般質問）

※日程は、都合により変更となる場合があります。

〇本会議の傍聴
　・受　　付： 開催予定時刻の30分前から、市役所本

館１階の議場前で行っています。
　・定　　員： 一般席32人・車椅子使用者席３人
　　　　　　　（先着順）
〇委員会の傍聴
　・受　　付： 開催予定時刻の30分前から、市役所本

館４階の議会事務局で行っています。
　・定　　員：10人（先着順）
※ 定例会最終日終了後、議場前にて議案書の無償提供
（先着10部、１人１部）を行っていますので、ご希
望の方は受付担当者まで、お申し出ください。

　市議会ホームページでは、本会議
録画中継を閲覧できます。

市議会の市議会の　　　　　にお越しくださいにお越しください傍傍 聴聴

門真市議会 インターネット中継 検索



議 会 だ よ り（５）　平成26年 8月 1日

条
例
違
反
の
議
員
を
役
員
と
し
て

構
成
す
る
団
体
に
つ
い
て

問　

政
治
倫
理
条
例
に
違
反
し
た
議
員

に
は
、
議
会
で
審
議
し
処
分
等
の
措
置

を
行
っ
て
い
る
が
、
同
条
例
に
違
反
す

る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
い
わ
ば
幇
助

的
に
役
員
に
据
え
る
団
体
が
あ
る
場
合
、

そ
の
団
体
へ
の
補
助
金
や
減
免
等
の
助

成
を
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

あ
く
ま
で
個
々
の
事
例
ご
と
の
事

業
補
助
の
内
容
か
ら
の
判
断
と
な
る
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
公
的
補
助
に
ふ
さ
わ

し
い
状
態
と
は
言
え
な
い
こ
と
と
な
り
、

補
助
金
等
の
返
還
や
減
免
等
の
助
成
の

市
保
有
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問　

中
期
財
政
見
通
し
で
「
売
却
」
と

さ
れ
た
土
地
の
活
用
状
況
と
教
訓
、
浜

町
幼
稚
園
の
跡
地
活
用
の
考
え
は
。

答　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
跡
地
は
、
当
初

住
宅
地
と
し
て
売
却
を
検
討
し
て
い
た

が
、
地
域
の
要
望
等
も
あ
り
、
公
園
と

の
一
体
的
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
計
画

を
変
更
。
教
訓
は
「
最
終
決
定
の
時
期

ま
で
、
慎
重
に
状
況
判
断
を
す
る
」
と

捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
浜
町
幼
稚
園
跡

地
は
売
却
で
は
な
く
、
有
効
活
用
を
考

え
て
お
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
係
る

新
制
度
へ
の
移
行
の
動
向
を
見
据
え
な

27
年
４
月
開
始
予
定
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て

問　

新
制
度
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
を
希
望
す
る
幼
稚
園
等
は
、
認

可
・
認
定
基
準
を
満
た
せ
ば
移
行
で
き

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
と

し
て
も
、
保
護
者
の
希
望
等
も
踏
ま
え
、

移
行
を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
支
援
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

現
在
、
国
で
認
定
こ
ど
も
園
の
普

及
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

国
・
府
の
補
助
金
等
の
活
用
も
含
め
、

支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

新
制
度
で
は
、
以
前
か
ら
市
町
村

取
り
消
し
等
も
視
野
に
対
応
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
市
と
し
て
は
、
公
益

性
の
あ
る
事
業
に
対
し
補
助
等
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
状
況

に
な
ら
な
い
よ
う
、
各
種
団
体
に
補
助

目
的
の
明
確
化
や
政
治
倫
理
条
例
等
法

令
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
が
何
よ
り

重
要
と
考
え
る
。

団
体
の
不
正
な
利
用
申
請
に
つ
い
て

問　

今
議
会
の
文
教
常
任
委
員
会
の
質

疑
答
弁
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
一

部
の
団
体
で
不
正
な
利
用
申
請
等
が
あ

っ
た
場
合
、
市
の
対
応
は
。

答　

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

各
々
の
事
業
内
容
と
団
体
の
動
向
を
注

視
し
、
個
々
に
判
断
す
べ
き
も
の
だ
が
、

悪
質
な
場
合
に
は
、
補
助
金

の
返
還
を
初
め
、
厳
し
い
措

置
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
。

が
実
施
主
体
の
保
育
に
加
え
、
幼
児
教

育
も
市
町
村
が
所
管
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
本
市
の
幼
児
教
育
の
重
要
性
へ
の

認
識
は
。
ま
た
、
私
立
幼
稚
園
も
含
め
、

本
市
が
こ
れ
ま
で
幼
児
教
育
推
進
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
き
た
具
体
の
内
容
は
。

答　

幼
児
教
育
は
、
人
間
形
成
の
基
礎

を
培
う
上
で
重
要
で
、
家
庭
、
地
域
、

幼
児
教
育
関
連
施
設
が
互
い
に
連
携
し
、

幼
児
期
の
成
長
に
大
き
な
役
割
を
担
う

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
等
を

通
じ
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
、
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
公
私
立
幼
稚
園

協
議
会
や
保
幼
小
中
合
同
研
修
会
、
地

域
の
子
育
て
支
援
等
の
取
り

組
み
を
通
じ
公
私
立
の
幼
稚

園
、
保
育
所
等
が
連
携
し
、

豊
か
な
幼
児
教
育
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

が
ら
総
合
的
か
つ
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

非
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

問　

非
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
は
寡
婦
控

除
が
適
用
さ
れ
ず
、
経
済
的
不
利
が
生

じ
て
い
る
。
本
市
の
非
婚
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
状
況
、
保
育
所
保
育
料
、
市
営

住
宅
家
賃
へ
の
影
響
、
寡
婦
控
除
の
み

な
し
適
用
に
向
け
て
の
考
え
は
。

答　

非
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
状
況
は
、

ひ
と
り
親
世
帯
約
１
９
０
０
世
帯
の
う

ち
約
２
０
０
世
帯
。
影
響
は
、
最
大
で

保
育
所
保
育
料
２
万
円
、
市
営
住
宅
家

賃
８
４
０
０
円
と
な
る
。
全
て
の
子
ど

も
が
親
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
や

か
に
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
は
必
要
と
考

え
て
お
り
、
引
き
続
き
国
や
実
施
自
治

体
の
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

土山　重樹
（自由民主党）

中道　　茂
（自由民主党）

福田　英彦
（日本共産党）

右
翼
と
生
活
保
護
に
つ
い
て

問　

街
宣
車
を
乗
り
回
し
て
活
動
す
る

よ
う
な
右
翼
活
動
家
の
場
合
は
、
生
活

保
護
の
受
給
者
に
な
れ
る
の
か
？

答　

保
護
受
給
者
が
自
分
で
街
宣
車
を

所
有
し
た
り
、
乗
り
回
し
て
活
動
す
る

の
は
不
正
行
為
に
当
た
る
と
考
え
る
。

地
震
で
危
険
な
市
営
新
橋
住
宅
と

門
真
プ
ラ
ザ
へ
の
対
策
に
つ
い
て

問　

地
域
住
民
や
議
員
か
ら
課
題
提
起

を
求
め
て
「
課
題
総
合
一
覧
」
を
今
年

中
に
作
っ
て
問
題
解
決
の
「
円
卓
会
議
」

を
作
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
？

答　

地
震
対
策
は
焦
眉
の
課
題
で
、
開

発
と
連
動
し
て
総
合
的
に
考
え
る
べ
き

だ
が
、
利
害
関
係
等
が
非
常
に
複
雑
だ
。

課
題
を
洗
い
出
し
て
関
係
者
や
議
会
に

明
ら
か
に
し
、
対
策
検
討
を
行
う
会
議

等
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
が
、
市

営
住
宅
入
居
者
の
移
転
方
針
不
明
の
ま

ま
拙
速
に
議
論
を
進
め
る
こ
と
は
、
反

発
や
混
乱
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。

　

駅
周
辺
を
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン

と
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、

総
合
的
な
観
点
か
ら
地
域
で
の
会
議
等

の
開
催
時
期
を
慎
重
に
見
極
め
た
い
。

問　

高
層
部
分
が
地
震
で
倒
れ
る
と
き

は
分
譲
住
宅
側
に
倒
れ
る
よ
う
に
設
計

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
話
を
あ
る
住
民

か
ら
聞
い
た
が
、
こ
れ
は
本
当
か
？

答　

そ
ん
な
事
実
は
な
く
、

倒
壊
を
前
提
と
し
た
そ
の
よ

う
な
設
計
は
あ
り
え
な
い
。

戸田　久和
（無所属）

本 館 配 置 図

本会議 傍聴受付場所

委員会 傍聴受付場所



平成26年 8月 1日　（６）議 会 だ よ り

老
朽
危
険
建
物
に
つ
い
て

問　

同
建
物
周
辺
の
住
民
は
、
不
安
を

感
じ
て
い
る
と
思
う
が
、
問
題
解
決
に

向
け
た
具
体
の
取
り
組
み
は
。

答　

所
有
者
に
対
し
、
適
正
な
維
持
管

理
の
指
導
や
除
却
補
助
制
度
の
案
内
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
進
市
の
事
例

を
調
査
し
つ
つ
、
国
・
府
の
動
向
も
注

視
し
、
引
き
続
き
対
応
を
検
討
す
る
。

公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て

問　

高
齢
者
か
ら
公
衆
ト
イ
レ
が
少
な

く
不
便
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
整
備
に
関
す
る
市
の
見
解
は
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
も
の
へ

問　

新
制
度
で
は
保
育
所
以
外
に
つ
い

て
、
各
種
新
た
に
基
準
を
制
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
子
ど
も
が
ど
の

施
設
を
利
用
し
て
も
同
様
に
保
育
を
受

け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
、
安
心
安
全
な

環
境
で
過
ご
せ
る
基
準
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　

認
定
こ
ど
も
園
及
び
保
育
所
に
つ

い
て
は
、
府
が
認
可
権
限
を
有
し
て
お

り
、
地
域
型
保
育
事
業
は
、
市
町
村
が

認
可
権
限
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
改
正

児
童
福
祉
法
第
34
条
の
16
の
国
の
示
す

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

問　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
数
や

就
学
援
助
認
定
率
等
か
ら
類
推
さ
れ
る

本
市
の
相
対
的
貧
困
率
は
、
全
国
平
均

を
上
回
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る

が
、
本
市
の
貧
困
に
対
す
る
実
態
調
査

の
状
況
と
取
り
組
み
は
。

答　

客
観
的
な
統
計
デ
ー
タ
を
現
在
収

集
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
貧
困
の
実

態
を
把
握
し
な
が
ら
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
就
学
援
助
等
の
経
済
的
援
助
も

必
要
だ
が
、
教
育
内
容
の
面
で
も
自
ら

の
将
来
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
意
欲
態

答　

コ
ン
ビ
ニ
の
普
及
に
よ
り
、
街
中

で
の
ト
イ
レ
利
用
に
困
ら
な
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
が
、
地
域
で
の
必
要
性
に

応
じ
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
精
査
す
る
。

住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち

の
実
現
に
つ
い
て

問　

人
口
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
本

市
の
イ
メ
ー
ジ
を
好
転
さ
せ
、
持
続
可

能
な
ま
ち
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
取
り
組
み
状
況
と
課
題
は
。

答　

学
齢
期
と
働
き
盛
り
の
階
層
に
減

少
傾
向
が
見
ら
れ
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
土
地
利
用
の
促
進
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
居
住
環
境
の
整
備
等
、
縮
小
す
る

社
会
と
調
和
し
た
方
策
を
見
出
し
、
市

民
の
生
活
の
向
上
を
念
頭
に
協
働
の
環

を
広
げ
な
が
ら
、
幸
福
な
暮
ら
し
の
実

現
を
図
る
。

度
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
自
己
指

導
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
た
生
徒
指

導
等
を
既
存
の
教
育
課
程
に
組
み
込
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

大
学
が
存
在
し
な
い
本
市
の
貧
困

層
に
お
け
る
女
子
教
育
に
は
、
現
在
計

画
中
で
あ
る
生
涯
学
習
複
合
施
設
に
ラ

ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
を
取
り
入
れ
、

連
携
す
る
大
学
や
近
隣
の
団
体
、
さ
ら

に
は
教
員
な
ど
が
知
的
な
活
動
を
す
る

た
め
の
図
書
館
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

答　

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
に
つ
い

て
は
、
生
涯
学
習
複
合
施
設
建
設
基
本

構
想
の
方
針
を
実
現
す
る
一
つ
の
好
事

例
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
主
体
的
な
学

び
を
活
性
化
し
、
交
流
す
る
こ
と
の
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
に
つ
い
て
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

基
準
に
基
づ
い
て
基
準
を
制
定
し
、
各

事
業
に
お
け
る
保
育
の
質
を
確
保
で
き

る
よ
う
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

中
学
校
卒
業
ま
で
求
め
る

問　

全
国
の
47
・
7
％
の
自
治
体
で
は
、

通
院
の
助
成
対
象
を
中
学
校
卒
業
ま
で

と
し
て
お
り
、
隣
接
す
る
大
東
市
で
は

通
院
だ
け
で
は
な
く
入
院
に
つ
い
て
も

拡
充
さ
れ
た
が
、
入
通
院
の
助
成
対
象

を
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
充
し
た
場
合

の
所
要
額
と
、
拡
充
に
つ
い
て
の
市
の

見
解
は
。

答　

25
年
度
実
績
で
推
計
す
る
と
、
所

要
額
は
約
１
億
２
０
０
０
万
円
と
試
算

し
て
お
り
、
対
象
年
齢
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
府
と
府
内
市
町
村
の
動
向
に
注

視
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
財
政
状
況

等
を
勘
案
し
、
今
後
も
検
討
す
る
。

大倉　基文
（緑風クラブ）

武田　朋久
（公明党）

豊北　裕子
（日本共産党）

障
が
い
児
（
者
）
の
短
期
入
所

拡
充
を

問　

家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
短
期
入
所
の
拡
充
は
。

答　

１
事
業
所
で
拡
充
予
定
と
の
報
告

を
受
け
て
お
り
、
今
後
も
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

事
業
所
や
医
療
機
関
等
に
働
き
か
け
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　

ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
る
が
、
周
知
方
法
と
今
後

の
自
立
支
援
に
つ
い
て
の
取
組
み
は
。

が
ん
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

が
ん
教
育
推
進
の
一
環
と
し
て
、

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
、
支
援
者
が
夜

通
し
交
代
で
歩
き
、
勇
気
と
希
望
を
分

か
ち
合
う
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
「
リ

レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
」
を
開
催
し

た
い
と
考
え
る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

答　

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

目
的
に
、
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
て

お
り
、
ク
ー
ポ
ン
の
送
付
な
ど
周
知
・

啓
発
に
努
め
て
い
る
。

　

「
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
」
に

つ
い
て
は
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
参
加

者
が
参
集
す
る
大
規
模
な
チ
ャ
リ
テ
ィ

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
、

協
力
に
当
た
っ
て
は
、
全
庁
的
な
調
整

が
必
要
な
事
業
と
認
識
し
て
い
る
。

　

が
ん
教
育
に
つ
い
て
は
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

自
転
車
安
全
利
用
に
関
す
る

マ
ナ
ー
条
例
制
定
に
つ
い
て

問　

自
転
車
の
安
全
利
用
は
全
国
的
に

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
条
例

制
定
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

答　

先
進
市
の
聞
き
取
り
調
査
や
資
料

を
も
と
に
庁
内
検
討
委
員
会
を
８
月
中

に
立
ち
上
げ
、
条
例
に
盛
り
込
む
内
容

や
項
目
を
整
理
し
、
併
せ
て
警
察
や
自

転
車
販
売
等
の
関
係
団
体
と
の
調
整
を

行
い
な
が
ら
、
年
度
内
を
目
途
に
条
例

素
案
の
作
成
を
行
っ
て
い
く
。

答　

父
子
家
庭
へ
の
支
援
拡
充
や
児
童

扶
養
手
当
と
年
金
の
併
給
調
整
の
見
直

し
が
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
広
報
紙
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る
。
ま
た
、

自
立
促
進
計
画
に
基
づ
き
、
自
立
に
向

け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。

廃
園
に
な
っ
た
幼
稚
園
の

跡
地
活
用
に
つ
い
て

問　

北
巣
本
幼
稚
園
跡
地
に
つ
い
て
地

元
自
治
会
か
ら
交
流
広
場
を
希
望
す
る

要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
浜
町

幼
稚
園
を
含
め
た
跡
地
活
用
の
見
解
は
。

答　

北
巣
本
幼
稚
園
跡
地
に
つ
い
て
は
、

交
流
広
場
・
公
園
と
し
て
の
整
備
に
向

け
、
調
整
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
浜

町
幼
稚
園
跡
地
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
施
行
後
の
動
向
を

見
据
え
、
調
整
を
進
め
て
い
く
。

高橋　嘉子
（公明党）

春田　清子
（公明党）

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

問　

孤
立
死
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る

中
、
寝
屋
川
市
で
は
、
「
か
ぎ
預
か
り

事
業
」
を
本
年
４
月
か
ら
開
始
す
る
な

ど
高
齢
者
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
安
否
確
認
事
業
の

施
策
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答　

先
進
事
例
等
を
参
考
と
し
な
が
ら
、

公
民
協
働
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
一
層
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
日
常
の
見
守
り
活
動
と
連
動
し

た
有
効
な
安
否
確
認
の
手
法
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

循
環
型
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

問　

ご
み
を
焼
却
す
る
際
に
発
生
す
る

飛
灰
か
ら
、
鉛
や
亜
鉛
な
ど
の
重
金
属

類
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
「
山
元

還
元
」
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に

資
源
化
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
費
用

の
削
減
も
図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

答　

本
市
の
焼
却
炉
は
、
灰
溶
融
方
式

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
「
山

元
還
元
」
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と

は
で
き
ず
、
飛
灰

の
再
利
用
は
困
難

な
状
況
に
あ
る
が
、

灰
の
処
分
に
は
多

額
の
費
用
が
か
さ

む
た
め
、
今
後
も

再
利
用
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

岡本　宗城
（公明党）
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■市政に対する一般質問の要旨（通告順）
井上まり子（日本共産党）
１　子育て支援サービスの充実について
　⑴　就学援助制度の充実について
２　熱中症対策について
　⑴　エアコンのない生活保護受給者に対する暑さ対策について
３　安全で安心なまちづくりについて
　⑴　市道大和田茨田線の改善について
亀井　　淳（日本共産党）
１ 　全ての防犯灯がＬＥＤ化された後は、電気料金を全額市負担にす
ることについて
　⑴　防犯灯電気料金を巡る住民間の問題への市の認識について
　⑵ 　全ての防犯灯がＬＥＤ化されると電気料金はどれくらい削減で
きるかについて

　⑶ 　防犯灯が全てＬＥＤ化された後は、全額市負担にすることへの
市の見解について

２ 　府道深野南寺方大阪線及び市道三ツ島東西線の歩道整備について
　⑴　現状と今後について
３　浸水対策について
　⑴　これまでの市の取り組みについて
　⑵ 　第二京阪道路地下河川と大東門真増補幹線との一体運用の時期
はいつかについて

　⑶ 　第二京阪道路地下河川と大東門真増補幹線との一体運用後の市
の浸水対策について

内海　武寿（公明党）
１　健康増進について
　⑴　胃がんリスク検診について
　⑵　特定健診受診率の向上について
　⑶　特定健診、がん検診の再勧奨について
２　旧集落を生かしたまちづくりについて
　⑴　北島町の水路の活用について
　⑵　水源の確保について
３　障がい者就労施設への優先調達について
　⑴　25年度の調達実績について
　⑵　調達目標について
福田　英彦（日本共産党）
１　市保有地の有効活用について
　⑴　市保有地の現状について
　⑵　旧土地開発公社用地について
　⑶　中期財政見通しで「売却」とされた土地について
　⑷　北小学校・浜町幼稚園跡地について
２　非婚のひとり親家庭に対する支援について
　⑴　非婚のひとり親家庭の現状について
　⑵　寡婦（夫）控除の取り扱いと影響について
　⑶　寡婦（夫）控除の「みなし適用」に対する考えについて
土山　重樹（自由民主党）
１　補助金や減免等の助成の適正化について
　⑴　条例違反の議員を役員として構成する団体について
　⑵　補助金規則の強化について
　⑶　不正な利用申請について
中道　　茂（自由民主党）
１　私立幼稚園の子ども・子育て支援新制度について
　⑴　幼児教育の重要性の認識について
　⑵　子ども・子育て会議について
　⑶　子ども・子育て支援新制度の担当部署について
　⑷　教育標準時間認定（１号認定）子どもの施設型給付について
　⑸　一時預かり事業について
　⑹　幼稚園から認定こども園への移行について
　⑺　新制度への移行時期について
　⑻　保護者への周知について
　⑼　就園奨励費事業について
戸田　久和（無所属）
１　市の反ザイトク先進施策をおとしめた法務役人の責任について
　⑴ 　最近起こった「ザイトクの朝鮮人差別集会企画への使用許可と
取り消し問題」で、法務役人が市が反ザイトク先進施策をとって
いることを無視し、ヘイト対策を何ら学習せず、国会で「醜悪な
差別宣伝を容認した門真市」と取り上げられて、市に混乱と不名
誉をもたらしたことの謝罪と総括、今後の対策について

２　ジェイウェーブ社・川端建設・福岩興業の違法建築等について
　⑴　市民プラザ隣接の「違法建築３社」への対応の問題について
　⑵　北島の「違法建築取り締まり重点地域」対策の実態について
　⑶　北島東土地区画整理準備組合代表者の違法建築責任について
３　門真の右翼が生活保護不正受給してるという通報について
　⑴ 　生活保護と右翼活動の関係で、不正か否かの判定のポイントや
その調査について

４　地震で危険な市営新橋住宅と門真プラザへの対策について
　⑴　議会に諮らず市営住宅の定数変更してはならないことについて
　⑵ 　再開発も含め多種多様で複雑な課題があり、それらを公表して
対策検討する円卓会議を早急に準備すべきことについて

春田　清子（公明党）
１　支え合う社会の構築について
　⑴　障がい児・者の短期入所について
　⑵　ひとり親家庭への支援について
　⑶　ベビーカーマークについて
２　再構築後の公立幼稚園について
　⑴　時間外教育と通園バスについて
　⑵　廃園になった幼稚園の跡地活用について
　⑶　認定こども園への移行について
高橋　嘉子（公明党）
１ 　「（仮称）門真市自転車安全利用に関するマナー条例」の制定につ
いて

　⑴　条例制定の進捗状況について
　⑵　自転車安全利用に関するアンケート調査実施について
２　女性が輝く社会を目指す取り組みについて
　⑴　女性の元気・応援プランについて
　⑵　門真市における取り組みについて
３　がん教育の取り組みについて
武田　朋久（公明党）
１　市民の健康醸成について
　⑴　まちづくり基本条例と健康増進計画について
２　法教育について
　⑴　門真市における取り組みについて
３　就学前児童の環境整備について
　⑴　今般示された公定価格について
　⑵　その影響などについて
４　門真市の防犯への取り組みについて
　⑴　総合的な計画について
５　子どもの貧困について
　⑴　門真市の総合的な取り組みについて
大倉　基文（緑風クラブ）
１　老朽危険建物について
　⑴　現在の本市における状況について
　⑵　これまでの対応について
　⑶　問題の解決について
２　公衆トイレについて
　⑴　現在の本市における状況について
　⑵　市民の皆さんからの要望について
　⑶　今後の整備について
３　住みたい・住み続けたいまちの実現について
　⑴　現在の状況について
　⑵　課題について
岡本　宗城（公明党）
１　循環型社会について
　⑴　ごみ処理について
　⑵　大阪湾広域臨海環境整備センターについて
　⑶　不適切ごみについて
２　高齢者施策について
　⑴　見守りについて
　⑵　安否確認について
豊北　裕子（日本共産党）
１　子ども・子育て支援新制度について
　⑴　門真市子ども・子育て会議について
　⑵　今後の基準づくりについて
２　子ども医療費助成の拡充（中学３年生まで）について
　⑴　現状と今後について
３　府道八尾枚方線と市道の交差部の安全対策について
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報　　告

報告第２号 平成25年度門真市一般会計繰越明許費繰越計
算書について － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

※
１

－ － 議決不要

報告第３号 平成25年度門真市公共下水道事業特別会計繰
越明許費繰越計算書について － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 議決不要

報告第４号 平成25年度門真市水道事業会計予算繰越計算
書について － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 議決不要

専決処分 承認第４号
専決処分の承認を求めることについて（平成
26年度門真市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第１号）について）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

条　　例
議案第32号 門真市税条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

議案第33号 門真市防災会議条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

その他の
議　　案

議案第26号 門真市立第五中学校大規模改造工事（第１期）
請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第27号 門真市立五月田小学校大規模改造工事（第２
期）請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第28号 公共下水道島頭四宮管渠築造工事請負契約の
締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第29号 門真市立第五中学校大規模改造工事（第１期）
に伴う機械設備工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第30号 門真市立第七中学校給食棟建替工事請負契約
の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第31号 公共下水道東田第１管渠築造工事請負契約の
一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補正予算

議案第34号 平成26年度門真市一般会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第35号 平成26年度門真市公共下水道事業特別会計補
正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人事案件

議案第36号 公平委員会委員（中道秀樹　氏）の選任につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第37号 固定資産評価審査委員会委員（木本健司　氏）
の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第38号 人権擁護委員候補者（盛一正人　氏）の推薦
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議員提出
議　　案

議 員 提 出
議案第４号 吉水丈晴議員に対する問責決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××××××※

２○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 員 提 出
議案第５号

ウィルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡
充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 員 提 出
議案第６号

地域包括ケアシステム構築のため地域の実情
に応じた支援を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×××× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×可決

議 員 提 出
議案第７号

門真市議会議員政治倫理条例の一部改正につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※表の見方　『○』は賛成、『×』は反対。会派名は大会派・公党順、議員名は議席順。
※１　議長につき、採決に参加なし。　※２　自己に関する事項につき、採決に参加なし。

第2回定例会で審議された案件と議決結果

６・３　議会運営委員会
　　６　大阪広域水道企業団議会議員定数等調査委員会
　　10　本会議（第２回定例会開会）
　　11　総務建設常任委員会
　　12　民生常任委員会
　　13　議会運営委員会
　　16　文教常任委員会
　　19　本会議
　　20　本会議（第２回定例会閉会）

議 会 活 動 日 誌 （平成26年６月１日～７月31日）

７・１~２ 大阪中央環状モノレール建設促進議会協議会他都市視察
　　　４　守口市門真市消防組合議会臨時会
　　15~16 東部大阪治水対策促進議会協議会他都市視察
　　　18　淀川左岸治水促進期成同盟総会
　　　23　飯盛霊園組合議会定例会
　　　24　くすのき広域連合議会臨時会
　　29~30 総務建設常任委員会管外行政調査


